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明
日
の
人
材
を
育
て
る
私
学
と
と
も
に

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

理
事
長

河

田

悌

一

年

頭

所

感

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
学
の
皆
様
の
本
年
の
ご
多
幸
を
、
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

昨
今
わ
が
国
で
は
、
経
済
を
再
生
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

に
勝
ち
抜
く
こ
と
を
目
標
に
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
た
め
の
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
五
月
、
教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
大
学
教
育

の
改
革
に
つ
い
て
提
言
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
、
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
で
は
、「
社
会
を
生
き
抜
く

力
の
養
成
」、「
未
来
へ
の
飛
躍
を
実
現
す
る
人
材
の
養
成
」

な
ど
四
つ
の
基
本
的
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
と
同
時
に

「
第
二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
も
閣
議
決
定
。
そ
こ
で
は
、

私
学
助
成
に
つ
い
て
、
財
政
基
盤
の
確
立
と
メ
リ
ハ
リ
あ
る

資
金
配
分
の
実
施
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
十
二
月
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
の
組

織
運
営
部
会
に
お
い
て
、
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を

明
確
に
す
る
、「
審
議
の
ま
と
め
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
学
に
関
す
る
動
向
と
し
て
は
、
学
校
法
人
会
計
基
準
の

改
正
、
情
報
公
開
の
た
め
の
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
仮
称
）

の
実
現
を
め
ざ
す
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
、
今
後

の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
定
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
国
会
に
提
出
。
私
学
共

済
制
度
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
学
事
業
団
の
助
成
業
務
で
は
、
①
補
助
事

業
に
お
い
て
、「
大
学
力
」
の
向
上
の
た
め
私
立
大
学
等
改

革
総
合
支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
、
私
立
大
学
の
質
的
充
実
に

向
け
た
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
点
的
に
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

②
貸
付
事
業
で
は
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
、
校
舎
・
園
舎
の
建
替
事
業
や
耐
震
補
強
工
事
等
に

対
す
る
長
期
低
利
融
資
を
、
引
き
続
き
進
め
て
お
り
ま
す
。

③
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度

に
開
始
し
た
〝
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
〞
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
前
年
度
、
好
評
だ
っ
た
〝
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ

ミ
ナ
ー
〞
を
二
度
、
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

共
済
業
務
で
は
、
①
短
期
給
付
事
業
に
お
い
て
、
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
支
援
金
等
の
負
担
が
増
加
し
た
た
め
、
十
五

年
度
に
改
定
し
て
以
来
据
え
置
い
て
き
た
短
期
給
付
分
掛
金

率
を
、
〇
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
積
極
的
に
促
進
す
る

な
ど
に
よ
っ
て
、
医
療
費
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
長
期
給
付
事
業
で
は
、過
去
の
物
価
が
下
落
し
た
時
期
、

年
金
額
を
据
え
置
き
、
本
来
の
水
準
よ
り
二
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
段
階
的
に
解
消

し
、年
金
財
政
の
健
全
化
や
世
代
間
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

年
金
額
を
昨
年
十
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

改
定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
現
在
、
二
十
七
年
十
月
の
被
用
者
年
金
一
元
化
に
向

け
た
調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

③
福
祉
事
業
で
は
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の

事
業
が
第
二
期
目
（
二
十
五
〜
二
十
九
年
度
）
を
迎
え
、
新

た
な
目
標
に
向
け
て
、
広
報
誌
等
に
よ
る
周
知
を
図
り
、
受

診
率
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

中
国
の
古
典
で
は
、

―
― 

天
下
の
耳
目
を
も
っ
て
視
聴
と
な
し
、

 
 

天
下
の
心
を
心
と
な
す
。

と
申
し
ま
す
。
私
ど
も
私
学
事
業
団
は
、
私
学
の
方
々
、
加

入
者
の
皆
様
の
「
耳
目
と
心
」、
す
な
わ
ち
ご
意
見
を
尊
重

し
つ
つ
、
情
報
を
的
確
に
把
握
し
て
対
応
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

私
学
振
興
と
い
う
私
学
事
業
団
の
役
割
を
改
め
て
認
識

し
、
私
学
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
役
職

員
一
同
業
務
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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一

は
じ
め
に

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二

十
五
年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立

高
等
学
校
の
入
学
志
願
動
向
を
集
計
し
ま
し

た
。こ

こ
で
は
、
二
十
四
年
度
と
二
十
五
年
度

の
志
願
倍
率
（
志
願
者
数
／
入
学
定
員
）
と

入
学
定
員
充
足
率（
入
学
者
数
／
入
学
定
員
）

の
状
況
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
男
女
校
種

別
の
動
向
や
規
模
別
の
動
向
、
最
近
十
年
間

の
定
員
割
れ
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

な
お
、
通
信
教
育
と
学
生
募
集
を
停
止
し

た
高
等
学
校
は
除
い
て
い
ま
す
。

二

私
立
高
等
学
校
の
概
況（
表
１
）

二
十
五
年
度
の
集
計
学
校
数
は
一
、
二
七

九
校
で
、
前
年
度
よ
り
五
校
増
加
し
、
集
計

さ
れ
た
入
学
定
員
は
約
四
一
万
人
で
、
前
年

度
よ
り
六
二
一
人
増
加
し
ま
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
て
志
願
者
数
が
七
、
七
〇

五
人
、
受
験
者
数
が
一
〇
、
五
八
三
人
、
入

学
者
数
は
一
、
三
六
〇
人
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
入
学
定
員
充
足
率
は
八
四
・

一
六
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
〇
・
二
一
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

●
男
女
校
種
別
の
動
向
（
表
２
）

二
十
五
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も

高
い
の
は
共
学
校
で
、
以
下
男
子
校
、
女
子

校
、
合
格
率
は
女
子
校
、
共
学
校
、
男
子
校
、

入
学
定
員
充
足
率
は
共
学
校
、
男
子
校
、
女

子
校
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
順
序
は
十

六
年
度
以
降
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

歩
留
率
は
女
子
校
、
男
子
校
、
共
学
校
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
計
学
校
数
を
十
六
年
度
と
比
較
す
る

と
、
男
子
校
は
二
八
校
減
少
、
女
子
校
は
六

〇
校
減
少
し
た
の
に
対
し
、
共
学
校
は
九
八

校
増
加
し
て
お
り
、
男
子
校
、
女
子
校
か
ら

共
学
校
化
す
る
傾
向
が
読
み
取
れ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度

 

私
立
高
等
学
校
入
学
志
願
動
向

表１ 私立高等学校の概況
区 分 24年度 25年度 増 減

集 計 学 校 数 1,274校 1,279校 ５校

入 学 定 員 408,989人 409,610人 621人
（0.2%）

志 願 者 1,150,331人 1,158,036人 7,705人
（0.7%）

受 験 者 1,125,450人 1,136,033人 10,583人
（0.9%）

合 格 者 1,034,142人 1,045,197人 11,055人
（1.1%）

入 学 者 343,366人 344,726人 1,360人
（0.4%）

志 願 倍 率 2.81倍 2.83倍 0.02ポイント
合 格 率 91.89% 92.00% 0.11ポイント
歩 留 率 33.20% 32.98% △0.22ポイント
入学定員充足率 83.95% 84.16% 0.21ポイント
※ 志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表２ 男女校種別の動向

男女校
種 別 年 度 集 計

学校数
入学定員
A

志願者数
B

受験者数
C

合格者数
D

入学者数
E

推薦者数
F

志願倍率
B/A

受験率
C/B

合格率
D/C

歩留率
E/D

推薦割合
F/E

入学定員
充足率
E/A

男子校

校 人 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％ ％ ％
16年度 134 49,399 107,848 104,309 85,956 40,632 14,461 2.18 96.72 82.41 47.27 35.59 82.25
17年度 130 46,821 97,146 94,835 78,524 37,476 14,026 2.07 97.62 82.80 47.73 37.43 80.04
18年度 122 43,561 88,997 86,357 70,239 34,374 12,377 2.04 97.03 81.34 48.94 36.01 78.91
19年度 116 41,698 83,284 79,972 68,240 32,761 10,790 2.00 96.02 85.33 48.01 32.94 78.57
20年度 110 37,938 72,424 70,875 61,389 30,288 10,588 1.91 97.86 86.62 49.34 34.96 79.84
21年度 112 39,208 74,451 72,749 61,693 30,167 10,451 1.90 97.71 84.80 48.90 34.64 76.94
22年度 110 38,215 74,642 72,902 61,392 30,898 9,751 1.95 97.67 84.21 50.33 31.56 80.85
23年度 113 38,582 76,210 73,582 62,635 32,125 11,338 1.98 96.55 85.12 51.29 35.29 83.26
24年度 107 36,255 71,106 68,315 57,656 29,173 10,682 1.96 96.07 84.40 50.60 36.62 80.47
25年度 106 36,127 68,180 66,214 56,372 29,261 10,742 1.89 97.12 85.14 51.91 36.71 80.99

女子校

16年度 334 101,765 163,815 160,059 151,088 67,312 30,476 1.61 97.71 94.40 44.55 45.28 66.14
17年度 315 94,203 140,692 138,154 130,140 60,307 26,073 1.49 98.20 94.20 46.34 43.23 64.02
18年度 304 89,460 131,856 129,816 122,064 57,066 24,878 1.47 98.45 94.03 46.75 43.60 63.79
19年度 305 89,293 132,493 130,497 121,927 58,019 24,178 1.48 98.49 93.43 47.59 41.67 64.98
20年度 295 83,762 120,121 118,556 110,902 54,397 22,274 1.43 98.70 93.54 49.05 40.95 64.94
21年度 293 81,048 111,230 110,060 103,038 52,981 22,245 1.37 98.95 93.62 51.42 41.99 65.37
22年度 285 78,135 110,948 109,165 103,577 53,990 22,381 1.42 98.39 94.88 52.13 41.45 69.10
23年度 283 77,061 104,906 103,744 98,726 52,311 22,349 1.36 98.89 95.16 52.99 42.72 67.88
24年度 279 76,039 104,663 103,312 97,623 52,083 21,198 1.38 98.71 94.49 53.35 40.70 68.50
25年度 274 74,227 100,260 99,138 93,876 50,235 19,713 1.35 98.88 94.69 53.51 39.24 67.68

共学校

16年度 801 288,131 991,000 961,756 855,206 255,299 89,814 3.44 97.05 88.92 29.85 35.18 88.61
17年度 812 289,619 938,268 918,774 830,017 241,271 89,537 3.24 97.92 90.34 29.07 37.11 83.31
18年度 836 294,245 943,956 925,961 837,378 244,183 92,949 3.21 98.09 90.43 29.16 38.07 82.99
19年度 845 292,414 934,088 913,727 818,928 244,439 87,142 3.19 97.82 89.63 29.85 35.65 83.59
20年度 859 296,223 951,669 934,482 847,924 247,659 89,629 3.21 98.19 90.74 29.21 36.19 83.61
21年度 868 293,853 938,649 918,885 832,277 243,741 85,704 3.19 97.89 90.57 29.29 35.16 82.95
22年度 869 292,276 965,029 946,282 863,170 253,025 88,699 3.30 98.06 91.22 29.31 35.06 86.57
23年度 885 294,451 952,961 931,290 857,107 252,175 88,384 3.24 97.73 92.03 29.42 35.05 85.64
24年度 888 296,695 974,562 953,823 878,863 262,110 89,325 3.28 97.87 92.14 29.82 34.08 88.34
25年度 899 299,256 989,596 970,681 894,949 265,230 89,430 3.31 98.09 92.20 29.64 33.72 88.63
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志
願
倍
率
の
高
い
学
校
区
分
と
入
学
定
員

充
足
率
の
高
い
学
校
区
分
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
て
い
な
い
事
が
読
み
取
れ
ま
す
。

●
私
立
高
等
学
校
の
定
員
割
れ
状
況

十
六
年
度
に
お
い
て
、
入
学
定
員
充
足
率

が
一
〇
〇
％
未
満
の
学
校
は
九
〇
七
校
で
、

全
体
の
七
一
・
五
％
の
割
合
で
し
た
。
十
五

歳
人
口
の
減
少
の
な
か
、
二
十
五
年
度
に
お

い
て
も
九
〇
九
校
で
、
全
体
の
七
一
・
一
％

の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
規
模
別
の
動
向
（
表
３
）

二
十
五
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も

高
い
の
は
、
一
校
当
た
り
の
入
学
定
員
が
八

〇
〇
人
以
上
千
人
未
満
の
学
校
で
、
以
下
、

五
〇
〇
人
以
上
六
〇
〇
人
未
満
、
六
〇
〇
人

以
上
八
〇
〇
人
未
満
、
四
〇
〇
人
以
上
五
〇

〇
人
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
学
定

員
充
足
率
が
最
も
高
い
の
は
、
三
〇
〇
人
以

上
四
〇
〇
人
未
満
の
学
校
で
、
以
下
、
一
〇
〇

人
以
上
二
〇
〇
人
未
満
、
二
〇
〇
人
以
上
三

〇
〇
人
未
満
の
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
四
・
七
八
四
五

Ｅ
メ
ー
ル

center@
shigaku.go.jp

表３ 規模別の動向

1 校 当 た り
入学定員の区分 年度

集 計
学校数

入学定員
A

志願者
B

受験者
C

合格者
D

入学者
E

志願倍率
B/A

合格率
D/C

歩留率
E/D

入学定員
充足率
E/A

校 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％

100人未満
24 55 3,565 5,270 5,166 4,771 2,639 1.48 92.35 55.31 74.03

25 57 3,681 4,941 4,860 4,512 2,461 1.34 92.84 54.54 66.86

100人以上
200人未満

24 206 30,708 61,835 60,215 53,811 26,390 2.01 89.36 49.04 85.94

25 206 30,717 60,300 59,266 53,900 26,253 1.96 90.95 48.71 85.47

200人以上
300人未満

24 365 87,863 224,273 219,934 204,449 75,737 2.55 92.96 37.04 86.20

25 371 89,412 228,941 225,079 207,414 76,109 2.56 92.15 36.69 85.12

300人以上
400人未満

24 273 91,906 266,820 259,279 237,700 80,204 2.90 91.68 33.74 87.27

25 271 91,282 261,777 256,302 236,639 79,721 2.87 92.33 33.69 87.33

400人以上
500人未満

24 202 87,803 266,772 262,557 238,897 74,123 3.04 90.99 31.03 84.42

25 201 87,150 267,763 263,186 240,842 73,862 3.07 91.51 30.67 84.75

500人以上
600人未満

24 95 50,817 153,039 149,361 139,440 40,802 3.01 93.36 29.26 80.29

25 94 50,261 155,623 152,172 142,200 42,107 3.10 93.45 29.61 83.78

600人以上
800人未満

24 66 43,537 131,856 129,175 118,903 34,217 3.03 92.05 28.78 78.59

25 67 44,317 136,393 133,351 122,926 35,126 3.08 92.18 28.57 79.26

800人以上
1000人未満

24 9 7,810 25,722 25,494 22,864 6,137 3.29 89.68 26.84 78.58

25 9 7,810 28,681 28,437 24,155 6,103 3.67 84.94 25.27 78.14

1000人以上
24 3 4,980 14,744 14,269 13,307 3,117 2.96 93.26 23.42 62.59

25 3 4,980 13,617 13,380 12,609 2,984 2.73 94.24 23.67 59.92

合 計
24 1,274 408,989 1,150,331 1,125,450 1,034,142 343,366 2.81 91.89 33.20 83.95
25 1,279 409,610 1,158,036 1,136,033 1,045,197 344,726 2.83 92.00 32.98 84.16

※全国の高等学校を１校当たり入学定員の人数により区分した。

区 分 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

100%以上の学校数 362 284 291 318 306 285 344 327 360 370

100%未満の学校数 907 973 971 948 958 988 920 954 914 909

(100%未満の割合） 71.5% 77.4% 76.9% 74.9% 75.8% 77.6% 72.8% 74.5% 71.7% 71.1%

合 計 1,269 1,257 1,262 1,266 1,264 1,273 1,264 1,281 1,274 1,279
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東
日
本
大
震
災
か
ら
復
旧
さ
れ
た
法
人
に

お
話
を
伺
う
特
別
編
と
し
て
、
今
回
は
宮
城

県
気
仙
沼
市
の
学
校
法
人
あ
し
の
め
学
園
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
熊
谷
伸
一
副
理
事

長
を
は
じ
め
、
小
野
寺
純
一
園
長
、
石
川
イ

ネ
子
園
長
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―  

地
震
発
生
時
か
ら
新
園
舎
建
築
ま
で
の

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

―

園
舎
の
被
災
状
況
は
、
両
園
で
か
な
り
異

な
り
ま
し
た
。

【
葦
の
芽
幼
稚
園
】

園
内
に
は
、
送
迎
の
バ
ス
を
待
つ
園
児
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
教
職
員
は
す
ぐ
に
園
児
た

ち
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
た
。
大
小
の
余
震

が
続
く
中
、
停
電
の
た
め
暖
房
も
使
え
な
か
っ

た
の
で
、
園
庭
に
停
車
中
の
バ
ス
の
中
に
避
難

し
暖
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
園
は
、
気
仙
沼
市
内
の
山
側
に
立
地
し

て
い
る
た
め
、
津
波
に
よ
る
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
目
立
っ

た
被
害
も
三
月
十
一
日
時
点
に
は
な
く
、
被

害
を
受
け
た
の
は
、
四
月
七
日
の
大
き
な
余

震
に
よ
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
指
が
入
る
く
ら
い
の
亀
裂
が
ほ

と
ん
ど
の
柱
に
生
じ
て
お
り
、
崖
側
に
面
し

て
い
る
園
舎
の
地
盤
が
沈
下
し
、
教
室
の
床

が
傾
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
専
門
家
の
調
査

で
は
、
柱
の
傾
き
具
合
か
ら
「
半
壊
」
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
、
そ
の
教
室
で
園
児
た
ち
に
話
を

し
て
い
る
と
二
、
三
分
で
気
分
が
悪
く
な
る

ほ
ど
で
し
た
が
、
新
園
舎
が
建
築
さ
れ
る
ま

で
の
間
は
仮
園
舎
と
す
る
た
め
、
応
急
的
な

修
繕
と
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
震
災
前
に
、
老
朽
化
し
た
園
舎

の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ

を
ベ
ー
ス
に
同
じ
場
所
で
木
造
の
新
園
舎
を

建
築
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
し
か
し
、

崖
に
面
し
て
い
た
園
の
敷
地
が
宮
城
県
か
ら

急
傾
斜
地
の
指
定
を
受
け
て
、
木
造
の
園
舎

は
崖
か
ら
一
定
の
距
離
を
置
か
な
い
と
建
築

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
隣
接
す

る
敷
地
に
建
築
し
、
平
成
二
十
四
年
八
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

【
葦
の
芽
星
谷
幼
稚
園
】

海
側
に
立
地
し
た
葦
の
芽
星
谷
幼
稚
園

（
以
下
、
星
谷
幼
稚
園
と
い
い
ま
す
）
で
は
、

津
波
警
報
が
出
て
す
ぐ
に
、
バ
ス
の
送
迎
を

待
っ
て
い
た
園
児
た
ち
を
、
園
よ
り
高
台
に

あ
る
老
人
施
設
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
保
護

者
が
迎
え
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
一
〇
人
の
園

児
を
預
か
り
、
す
べ
て
の
子
供
た
ち
を
保
護

者
の
も
と
に
帰
し
た
の
は
三
日
後
の
三
月
十

四
日
で
し
た
。

園
舎
は
、
津
波
に
よ
り
骨
組
み
以
外
は
す

べ
て
流
失
し
、文
部
科
学
省
の
調
査
で
は「
全

壊
」
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
建
物
が

流
失
し
た
地
域
で
し
た
が
、
危
険
区
域
に
は

認
定
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、「
同
じ
場
所
で

再
建
し
て
い
い
も
の
か
」、
ま
た
「
も
う
少

し
高
台
に
移
転
す
る
べ
き
か
」
等
非
常
に
迷

い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
図
っ
た
結
果
、

同
じ
場
所
で
再
建
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
保

護
者
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
同
じ
場
所
で
の

建
築
が
決
定
し
、
二
十
四
年
一
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

―  

新
園
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
特
に
工
夫
・
配
慮
さ
れ

た
点
は
あ
り
ま
す
か 
―

建
築
に
は
両
園
と
も
、
国
の
災
害
復
旧
費

補
助
金
の
要
件
で
あ
る
、「
原
形
復
旧
」
を

基
本
と
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
等
で
息
苦

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
園
児
た
ち

が
、
健
や
か
な
成
長
と
精
神
的
安
定
を
得
る

た
め
に
は
、
友
達
と
触
れ
合
う
場
所
と
時
間

が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

新
園
舎
の
建
築
に
際
し
て
、
特
別
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
な
く
、
た
だ
「
一
日
で
も
早
く
建

築
し
た
い
」
と
い
う
思
い
だ
け
で
し
た
。

教
職
員
の
気
持
ち
の
中
で
は
、
せ
っ
か
く

建
て
替
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
構
想
に
も
っ
と

時
間
を
か
け
て
実
現
さ
せ
た
い
、
と
い
う
思

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
可
能
な
限
り
の
範
囲

で
教
職
員
の
ア
イ
デ
ア
を
両
園
に
反
映
さ
せ
、

一
日
も
早
い
園
の
再
開
を
目
指
し
ま
し
た
。

自
立
心
を
育
て
る
ロ
ッ
カ
ー

今
回
、
一
番
工
夫
し
た
と
こ
ろ
が
ロ
ッ

カ
ー
で
す
。
以
前
は
、
一
つ
の
ロ
ッ
カ
ー
を

東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て

学
校
法
人

あ
し
の
め
学
園

葦
の
芽
幼
稚
園
・
葦
の
芽
星
谷
幼
稚
園

事
業
団
資
金
で
明
日
を
拓
く

―
特
別
編
―

園児自身が自分の持ち物を管理できるよう
工夫が施されたロッカー
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園
児
二
人
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
人

に
一
つ
ず
つ
と
し
ま
し
た
。
ロ
ッ
カ
ー
内
の

棚
を
二
段
か
ら
三
段
に
増
や
し
て
引
出
し
を

つ
け
、
三
つ
あ
る
フ
ッ
ク
は
、
園
児
が
け
が

を
し
な
い
よ
う
に
円
形
に
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
園
児
が
自
分
の
持
ち
物
を
き

ち
ん
と
管
理
し
、
自
立
心
が
芽
生
え
て
き
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

衛
生
設
備
（
ト
イ
レ
）

す
べ
て
の
個
室
に
仕
切
り
を
設
け
ま
し

た
。
園
児
が
年
少
、
年
中
、
年
長
と
成
長
す

る
過
程
で
、
排
泄
行
為
を
自
分
で
行
い
、
ト

イ
レ
を
清
潔
に
使
用
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
年
長
の
園
児
の
ト
イ
レ
は
、
小
学

校
の
環
境
に
合
わ
せ
て
大
人
用
の
便
器
に
し

ま
し
た
。
園
児
の
成
長
に
合
わ
せ
た
対
応
が

で
き
る
の
が
、
私
学
の
利
点
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備

震
災
直
後
の
混
乱
に
よ
る
治
安
に
対
す
る

不
安
や
昨
今
の
事
件
・
事
故
の
増
加
で
、
保

護
者
は
子
供
の
安
全
に
非
常
に
敏
感
に
な
っ

て
い
ま
す
。
何
か
が
起
き
た
と
き
に
園
が
ど

う
対
応
す
る
の
か
も
、
保
護
者
の
関
心
事
の

一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
園
児
や
保
護
者
に
安
心
感
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
侵
入
者
に
反
応
す

る
様
々
な
装
置
や
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
園
内
に

設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
は
東
京
や
仙
台
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
直
結
し
て
お
り
、
二
十
四
時
間
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
集
中
管
理
し
て
い
ま
す
。

避
難
経
路
の
設
置

星
谷
幼
稚
園
で
は
、
先
に
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
園
児
た
ち
を
老
人
施
設
に
避
難
さ
せ

ま
し
た
。
敬
老
の
日
と
季
節
の
行
事
な
ど
の

際
に
交
流
す
る
だ
け
で
し
た
が
、
今
回
の
津

波
で
、
正
式
に
避
難
場
所
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
避
難
す
る
と
き
に
、
車
道
を
通
ら

ず
直
接
そ
の
施
設
に
行
け
る
避
難
口
を
園
内

に
設
け
、
五
分
で
避
難
で
き
る
体
制
を
つ
く

り
ま
し
た
。

避
難
訓
練
は
月
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。

―  

保
護
者
、
教
職
員
か
ら
の
評
判
は
い
か

が
で
す
か  

―

葦
の
芽
幼
稚
園
で
は
耐
震
性
に
優
れ
た
新

し
い
園
舎
に
な
っ
た
こ
と
、
星
谷
幼
稚
園
で

は
避
難
口
の
設
置
な
ど
で
安
心
感
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
な
ど
、
概
ね
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

教
職
員
も
、
細
か
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
満
足
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣

に
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―  

新
園
舎
の
建
築
費
の
一
部
に
事
業
団
の

復
旧
支
援
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

し
た
が
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
下
さ
い 

―

園
児
数
の
減
少
に
不
安
は
あ
る
も
の
の
、

五
年
後
に
は
気
仙
沼
市
の
復
旧
復
興
に
も
一

応
の
目
途
が
つ
き
、
安
定
的
な
運
営
が
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。

事
業
団
の
融
資
は
借
入
期
間
が
二
十
五
年

と
非
常
に
長
期
で
あ
る
こ
と
、
初
年
度
を
含

め
た
五
年
間
が
無
利
子
と
な
り
、
元
金
償
還

の
据
え
置
き
期
間
に
資
金
を
貯
め
て
お
け
る

こ
と
な
ど
資
金
計
画
上
、
非
常
に
都
合
の
良

い
条
件
で
し
た
。
ま
た
、
金
利
が
低
利
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
私
学
に
有

利
な
融
資
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て 

学
園
で
は
、
教
職
員
全
員
が
震
災
の
翌
日

か
ら
一
週
間
か
け
て
気
仙
沼
市
内
の
す
べ
て

の
避
難
所
等
を
回
ら
れ
、
在
園
児
三
一
〇
名

（
葦
の
芽
幼
稚
園
一
四
〇
名
、
星
谷
幼
稚
園

一
七
〇
名
）
の
安
否
確
認
を
行
い
、
今
後
の

幼
稚
園
の
再
開
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

被
災
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
や
不
安
の

中
で
、
園
児
・
保
護
者
の
た
め
に
い
ま
何
を

す
べ
き
か
、
そ
れ
を
瞬
時
に
判
断
し
、
即
実

行
さ
れ
た
こ
と
に
真
の
教
育
機
関
の
姿
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
た
ち
の
普
段
の
行

動
の
中
に
表
わ
れ
た
わ
ず
か
な
変
化
を
見
逃

さ
ず
、
震
災
後
の
新
た
な
課
題
と
し
て
、
子

供
た
ち
が
い
か
に
子
供
ら
し
く
、
そ
の
大
切

な
時
期
を
過
ご
せ
る
か
、
そ
こ
に
重
点
を
置

き
心
の
ケ
ア
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
直
後
か
ら
、
園
の
み
な
ら
ず
地
域
の

現
状
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
、
日
本
全

国
、
ま
た
海
外
に
も
多
く
の
情
報
を
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
見
た
方
々
か
ら
、
多
く
の

ご
支
援
や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
再
建
に
向
け
て
励
み

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
現
代
に
お
い
て
、
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
、
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
園
の
発
展
と
、
あ
し
の

め
学
園
で
学
ん
だ
子
供
た
ち
が
社
会
で
活
躍

す
る
姿
を
拝
見
で
き
る
日
が
非
常
に
楽
し
み

で
す
。

新たに設置した避難経路

葦の芽星谷幼稚園

葦の芽幼稚園
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千
葉
明
徳
学
園
は
、
大
正
十
四
（
一
九
二

五
）
年
に
創
立
さ
れ
た
、
短
期
大
学
・
中
学

校
・
高
等
学
校
・
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
・

本
八
幡
駅
保
育
園
・
浜
野
駅
保
育
園
か
ら
な

る
学
校
法
人
で
す
。

「
明
徳
」
と
は
中
国
の
古
典
「
大
学
」
の

一
節
で
あ
る
「
大
学
之
道
、
在
明
明
徳
、
在

新
民
、
在
止
於
至
善
」（
大
学
の
道
は
、
明

徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
り
、
民
を
新
た
に

す
る
に
あ
り
、
至
善
に
と
ど
ま
る
に
あ
り
）

に
由
来
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
世
の
為
・
人
の

為
と
な
る
学
問
を
究
め
る
に
は
、
人
間
が
生

ま
れ
持
っ
た
優
れ
た
人
間
性
を
引
き
出
し
輝

か
せ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
学
園
の
教
育
理
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。

中
学
校
・
高
等
学
校

❖
人
間
性
を
引
き
出
す
教
育

中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
明
徳
を
明
ら

か
に
せ
ん
と
す
る
校こ

う

是ぜ

に
も
と
づ
き
、
知
を

磨
き
、
心
身
を
正
し
く
し
て
人
間
性
の
向
上

を
は
か
り
、
平
和
で
民
主
的
な
社
会
を
希
求

す
る
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
に
は
中
学
校
を
開
校
し
ま

し
た
。
中
学
校
の
入
学
者
は
六
年
間
の
中
高

一
貫
コ
ー
ス
で
学
び
ま
す
。「
明
明
徳
」
の

理
念
の
も
と
、「
こ
こ
ろ
を
耕
す
学
習
」と「
文

理
両
道
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
を
二
本
柱
と

し
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
の「
理
科
離
れ
」を
お
も
ん
ぱ
か
っ

て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
特
徴
的
な

設
備
と
し
て
、
電
子
顕
微
鏡
や
天
文
台
を
備

え
、
天
文
台
に
は
本
格
的
な
天
体
観
測
が
可

能
な
、
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
カ
セ
グ
レ
ン

式
反
射
望
遠
鏡
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ド
ー
ム
の
天
井
は
開
閉
式
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
連
動
し
、自
動
導
入
制
御
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
子
午
線
通
過
時
も
連
続
観
察
が
可
能

で
、
長
時
間
の
撮
影
、
小
惑
星
、
超
新
星
な

ど
の
全
天
パ
ト
ロ
ー
ル
を
効
率
よ
く
行
え
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
中
は
太
陽
観
測
も
可
能

で
す
。
学
内
向
け
の
天
体
観
測
会
を
行
う
ほ

か
、
地
域
の
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
親
と
子
の
天
体
観
測
会
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

開
校
か
ら
四
年
目
を
迎
え
、
四
月
に
は
初

の
内
部
進
学
生
が
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
に

進
級
し
ま
す
。
新
た
な
転
機
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
の
高
等
学
校
の
形
が
ど
う
な
っ
て
い
く

か
、
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

短
期
大
学

❖
総
合
保
育
創
造
組
織
と
は

千
葉
明
徳
短
期
大
学
は
保
育
者
を
養
成
す

る
短
期
大
学
で
あ
り
、
学
内
に
は
子
育
て
支

援
施
設
「
育
ち
あ
い
の
ひ
ろ
ば
『
た
い
む
』」

が
あ
り
、
加
え
て
附
属
幼
稚
園
と
本
八
幡
駅

保
育
園
、
浜
野
駅
保
育
園
と
そ
れ
ぞ
れ
協
力

し
て
保
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
姉

妹
法
人
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
千
葉
明
徳
会

に
は
明
徳
土
気
保
育
園
、
明
徳
そ・

で・

に・

の・

保

育
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
保
育

の
場
で
あ
り
、
ま
た
、
保
育
者
養
成
の
場
で

あ
り
子
育
て
支
援
の
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

千
葉
明
徳
学
園
の
保
育
は
子
ど
も
を
中
心

に
据
え
て
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
理
念
を
共
有
す
る

組
織
間
で
協
力
し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

を
「
総
合
保
育
創
造
組
織
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
と
そ
の
育
ち
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
大
人
の
支
援
と
な
る
総
合
保
育
を
目
指

し
、
保
育
の
中
で
起
こ
る
創
造
性
を
大
切
に

し
ま
す
。
子
ど
も
の
育
ち
は
誰
一
人
と
し
て

同
じ
で
な
く
、
ま
た
、
か
か
わ
る
大
人
の
状

況
も
同
じ
で
は
な
い
た
め
、「
人
を
理
解
す
る

こ
と
」
に
一
つ
の
答
え
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
保
育
は
創
造
的
な
営
み
で
あ

り
、
明
徳
の
保
育
者
は
新
た
な
保
育
の
あ
り

方
を
創
造
し
続
け
る
存
在
と
な
り
ま
す
。
短

期
大
学
の
学
生
も
ま
た
、
入
学
と
同
時
に
こ

の
組
織
の
一
員
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❖
卒
業
後
も
続
く
学
び
の
場

〜
地
域
を
支
え
る
保
育
者
へ
〜

短
期
大
学
が
毎
年
夏
季
に
開
催
す
る
「
め

い
ト
ー
ク
保
育
講
座
」
で
は
、
保
育
者
が
抱

え
る
具
体
的
な
課
題
に
関
す
る
研
修
会
や
研

究
会
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、
参
加
者
の
中

に
は
多
数
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。
昨
年
の
講

座
は
附
属
幼
稚
園
の
公
開
保
育
と
分
科
会
を

併
せ
て
行
い
、
組
織
が
連
携
し
て
学
び
あ
う

場
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
ど
も
臨
床
研
究
所
「
卒
業
生
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
卒
業
生
が
い
つ
で
も
戻
っ

て
こ
ら
れ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
卒
業

京成千原線 学園前駅直結の
緑に囲まれたキャンパス

中学校天体ドーム

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

人
間
性
を
引
き
出
す
教
育
と

 
「
総
合
保
育
創
造
組
織
」
で
の
実
践
的
保
育
者
養
成

学
校
法
人

千
葉
明
徳
学
園

理
事
長
秘
書

福ふ
く

中な
か

裕ひ
ろ

明あ
き

連載 22
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生
同
士
の
交
流
の
場
・
情
報
交
換
の
場
で
あ
っ

た
り
、
子
連
れ
で
遊
ん
だ
り
、
教
職
員
と
話

し
た
り
と
、
思
い
思
い
に
過
ご
せ
る
場
と
し

て
卒
業
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
勉
強

会
と
し
て
は
「
保
育
実
践
研
修
会
」
を
開
催

し
、「
学
生
の
頃
の
理
想
の
保
育
と
、
今
の
自

分
の
保
育
に
つ
い
て
」
や
「
保
護
者
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
短
期
大
学
は

卒
業
し
て
か
ら
も
学
び
の
場
・
交
流
の
場
と

し
て
保
育
者
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援

❖
育
ち
あ
い
の
ひ
ろ
ば
「
た
い
む
」

短
期
大
学
の
子
育
て
支
援
事
業
「
育
ち
あ

い
の
ひ
ろ
ば
『
た
い
む
』」
は
、
十
年
に
活

動
を
は
じ
め
、
十
七
年
に
は
、「
誰
も
が
い

つ
で
も
集
い
、
共
に
育
ち
あ
う
場
」
と
い
う

理
念
を
打
ち
出
し
、
文
部
科
学
省
の
「
特
色

あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ

Ｐ
）」
の
採
択
を
受
け
、
保
育
者
養
成
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

実
践
を
行
い
ま
し
た
。

「
た
い
む
」
の
基
本
方
針
は
、
子
育
て
の

当
事
者
が
主
体
と
な
っ
て
参
画
す
る
地
域
の

子
育
て
支
援
の
あ
り
方
の
模
索
、
附
属
幼
稚

園
と
の
連
携
、短
期
大
学
学
生
の
参
画
、「
た

い
む
」
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
短
期
大
学
卒
業

生
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
親
子
が
過
ご
し
、
支
え
合
え

る
よ
う
な
仲
間
を
作
り
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
持
て
る
よ
う
な
主
体
的
な
広
場
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ
え
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
て
な
い
「
ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

活
動
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら

に
多
く
の
学
生
や
、
地
域
の
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
民
生
委
員
、
子
育
て
支
援
団
体
な
ど
を

巻
き
込
む
よ
う
な
動
き
に
な
る
よ
う
に
、
さ

ら
な
る
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

❖
養
成
校
と
保
育
現
場
を
つ
な
ぐ

「
明
徳
あ
そ
ぼ
う
カ
ー
」

待
機
児
童
問
題
な
ど
、
保
育
現
場
が
社
会

に
果
た
す
べ
き
責
務
が
近
年
盛
ん
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
保
育
現

場
の
負
担
も
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
保
育
者
養
成

校
で
あ
る
短
期
大
学
で
は
、
昨
年
九
月
か
ら

「
明
徳
あ
そ
ぼ
う
カ
ー
」
と
い
う
新
し
い
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
短
期
大
学
の
教
員

が
得
意
と
す
る
分
野
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

資
源
を
、現
場
の
保
育
者
に
負
担
を
か
け
ず
、

か
つ
短
期
大
学
の
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
学

び
の
経
験
と
な
る
よ
う
に
、
保
育
現
場
へ
提

供
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
現
在
ま
で
四
回
、
保
育
現

場
に
出
か
け
ま
し
た
。
三
〇
〇
キ
ロ
の
土
粘

土
を
運
び
、
短
期
大
学
教
員
の
指
導
の
も
と

三
十
か
ら
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
に
山
の
よ

う
な
土
粘
土
を
使
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊

び
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
土
粘
土
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
な

く
、
他
の
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
積
み
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
そ
ぼ
う

カ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
保
育
現
場
か
ら
の

打
診
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
保
育
現
場
の

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

附
属
幼
稚
園

❖
め
い
と
く
森
の
運
動
会

自
然
に
恵
ま
れ
た
附
属
幼
稚
園
で
は
、
四

季
折
々
の
自
然
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
広
い
芝
生
や
起
伏
に
富
ん

だ
園
庭
、
青
々
と
茂
っ
た
森
で
、
自
然
植
物

や
生
き
物
に
対
し
て
の
発
見
や
疑
問
に
思
う

心
、
調
べ
よ
う
と
す
る
力
、
野
菜
や
花
を
育

て
生
長
の
変
化
を
感
じ
、
生
命
を
大
切
に
す

る
心
と
他
者
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育

て
て
い
ま
す
。

昨
年
の
運
動
会
の
特
徴
的
な
競
技
と
し

て
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と
い
う
競
技
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
敷
地
内
の
起
伏
の
あ

る
森
の
中
の
長
距
離
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
、

鉄
棒
・
登
り
棒
、う
ん
て
い
な
ど
を
経
て
ゴ
ー

ル
す
る
と
い
う
も
の
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て

た
い
へ
ん
体
力
を
使
う
も
の
で
し
た
。
途
中

泣
い
て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル

し
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
達
成
感
に
満
ち

て
い
ま
し
た
。

❖
保
育
園
運
営
と
地
域
の
子
育
て
支
援

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
子
育
て
事
業
に

よ
る
駅
型
保
育
園
、
明
徳
本
八
幡
駅
保
育
園

が
昨
年
十
月
に
十
周
年
を
迎
え
、
同
じ
く
浜

野
駅
保
育
園
は
開
園
か
ら
四
年
が
経
ち
ま
し

た
。
姉
妹
法
人
の
社
会
福
祉
法
人
千
葉
明
徳

会

明
徳
土
気
保
育
園
は
開
園
か
ら
七
年
が

経
ち
、
昨
年
四
月
に
は
習
志
野
市
の
保
育
所

の
民
営
化
を
受
け
明
徳
そ・

で・

に・

の・

保
育
園
も

加
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
関
係
園
と
連
携
し
、
今
後
も
組
織

が
一
体
と
な
り
、
明
徳
の
考
え
る
理
想
の
保

育
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

福
中

裕
明（
ふ
く
な
か

ひ
ろ
あ
き
）

千
葉
明
徳
学
園
理
事
長
秘
書
。
民
間

企
業
勤
務
等
を
経
て
平
成
二
十
五
年
よ

り
現
職
。

土粘土による造形活動

千葉明徳短期大学附属幼稚園
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共
済
業
務

加
入
者
が
退
職
す
る
際
に
は
、
様
々
な
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
健
事
業
の
中

に
は
早
め
に
手
続
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
漏
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
退
職
す
る
加
入
者
へ
の
説
明
の
際

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
簡
単
な
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
本
誌
に
同
封
し
て
い
ま

す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務

担
当
者
コ
ー
ナ
ー
〕
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

資
格
関
係 

業
務
部 

資
格
課

資
格
喪
失
報
告
書

「
資
格
喪
失
報
告
書
」
は
退
職
日
か
ら
十

日
以
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
日
の
翌
日
（
資
格
喪
失
日
）
か
ら
加

入
者
と
し
て
の
資
格
が
な
く
な
り
、
加
入
者

証
等
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
同
報
告
書
に
加

入
者
証
・
加
入
者
被
扶
養
者
証
及
び
私
学
事

業
団
か
ら
交
付
さ
れ
た
受
給
者
証
や
認
定
証

等
を
添
付
し
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
期
給
付
（
年
金
）
の
加
入
者
期

間
は
資
格
喪
失
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で

と
な
り
ま
す
（
月
末
の
退
職
は
退
職
し
た
月

ま
で
、
ま
た
、
月
途
中
で
の
退
職
は
そ
の
月

の
前
月
ま
で
が
加
入
者
期
間
に
な
り
ま
す
）。

長
期
給
付
加
入
者
記
録
票
の
送
付

加
入
者
（
七
十
歳
未
満
）
が
資
格
喪
失
す
る

と
確
認
通
知
書
と
「
長
期
給
付
加
入
者
記
録

票
」を
学
校
法
人
等
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

退
職
し
た
加
入
者
に
必
ず
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

「
長
期
給
付
加
入
者
記
録
票
」
に
は
、
将

来
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
必
要
な
加
入
者

番
号
や
加
入
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
と
一
日
以
上

加
入
者
で
あ
っ
た
人
（
注
一
）
が
資
格
を
喪

失
し
た
と
き
に
任
意
継
続
加
入
者
に
な
る

と
、
喪
失
日
か
ら
最
長
二
年
間
（
注
二
）
は

短
期
給
付
（
注
三
）
を
受
け
、
福
祉
事
業
（
貸

付
け
及
び
貯
金
等
を
除
き
ま
す
）
を
利
用
で

き
ま
す
。
な
お
、
長
期
給
付
（
年
金
）
は
継

続
で
き
ま
せ
ん
。

任
意
継
続
加
入
者
を
希
望
す
る
場
合
は

「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失
報
告

書
」
を
退
職
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。後
日
、本
人
の
住
所
あ
て
に「
任

意
継
続
加
入
者
証
」「
任
意
継
続
掛
金
納
付
通

知
書
」（
口
座
引
落
し
は
で
き
ま
せ
ん
）等
を
送

付
し
ま
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
掛
金
の
支
払

い
が
な
い
場
合
、
任
意
継
続
加
入
者
の
資
格

は
喪
失
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
注
一
）
任
意
継
続
加
入
者
の
申
し
出
の
条

件
で
あ
る「
引
き
続
き
一
年
と
一
日
以
上
」

の
期
間
に
は
、
過
去
の
任
意
継
続
加
入
者

の
期
間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

（
注
二
）
喪
失
日
か
ら
二
年
の
間
に
七
十
五

歳
を
迎
え
る
人
に
つ
い
て
は
、
任
意
継
続

加
入
者
の
期
間
は
七
十
五
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

（
注
三
）
短
期
給
付
の
う
ち
、
休
業
給
付
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
出
産
手
当

金
と
傷
病
手
当
金
を
喪
失
後
の
給
付
と
し

て
受
け
ら
れ
る
と
き
（
後
述
の
短
期
給
付

関
係
を
参
照
）
は
、
任
意
継
続
期
間
中
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

短
期
給
付
関
係 

業
務
部 

短
期
給
付
課

退
職
後
、
本
人
と
し
て
他
の
健
康
保
険
制

度
（
国
民
健
康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
加
入

し
た
と
き
を
除
き
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格

喪
失
後
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
資
格
喪
失
後
の
給
付
に
付
加
給
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
産
費

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
加
入
者
で

あ
っ
た
人
が
資
格
喪
失
後
六
か
月
以
内
に
出

産
し
た
と
き
は
、
出
産
費
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

① 

資
格
喪
失
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失

後
の
出
産
費
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

② 

資
格
喪
失
後
、
家
族
の
被
扶
養
者
に
な
っ

た
と
き
は
、
家
族
出
産
費
（
又
は
家
族
出

産
育
児
一
時
金
）
を
受
け
る
か
、
私
学
共

済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
を
受
け

る
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

※ 「
直
接
支
払
制
度
」
を
利
用
す
る
と
き
は
、

「
私
学
事
業
団
か
ら
資
格
喪
失
後
の
出
産

費
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
旨
」
の
証
明
書

を
医
療
機
関
等
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
証
明
書
は
本
人
が
文
書
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

ま
た
、「
受
取
代
理
制
度
」
を
利
用
す
る

と
き
は
、
出
産
予
定
日
の
二
か
月
前
以
降

に
「
出
産
費
申
請
書
（
受
取
代
理
用
）」

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

出
産
祝
品 

【
保
健
課
】

私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の

出
産
費
を
受
け
、
引
き
続
き
養
育
す

る
場
合
は
、
出
産
祝
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。

出
産
手
当
金

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
時
に
出
産
手
当
金
を

受
給
し
て
い
た
と
き
は
、
出
産
日
後
五
十
六

日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
退
職
日
ま
で
は
給
付
額
以
上
の
給

与
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
出
産
手
当
金
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
人
も
、
出
産
日
後
五
十

六
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
在
職
中
は
休
業
せ
ず
退
職
ま
で

勤
務
し
て
い
た
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

退
職
時
の
手
続
き

―
資
格
・
短
期
給
付
・
年
金
・
保
健
事
業
・
貸
付
―
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共
済
業
務

傷
病
手
当
金

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
後
も
労
働
能
力
が
な

く
療
養
し
て
い
る
状
態
が
継
続
し
て
い
る
場

合
は
、
支
給
期
間
一
年
六
か
月
を
限
度
と
し

て
傷
病
手
当
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

① 

退
職
時
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
た
と

き
は
、
継
続
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

② 

在
職
中
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
、
給
付
額
以
上
の
給
与

が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
傷
病
手
当
金
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
け
る

た
め
求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
傷

病
手
当
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
給
付
（
年
金
又
は
一
時
金
）

及
び
退
職
・
老
齢
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
日
額
が
傷

病
手
当
金
の
日
額
を
下
回
る
と
き
は
、
そ
の

差
額
が
傷
病
手
当
金
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

埋
葬
料

加
入
者
が
退
職
後
三
か
月
以
内
に
死
亡
し

た
と
き
は
、
埋
葬
料
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
関
係 

年
金
部 

年
金
第
一
課

退
職
共
済
年
金
の
決
定
を
受
け
て

い
な
い
人
が
退
職
し
た
場
合

①
加
入
者
期
間
が
一
年
以
上
の
人

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
、
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
退
職
共

済
年
金
の
受
給
権
が
生
じ
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

た
人
は
、
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
（
平
成
二
十
五
年
版
「
事
務

の
手
引
」
四
二
一
頁
参
照
）。

②
加
入
者
期
間
が
一
年
未
満
の
人

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
退
職
共
済
年

金
の
受
給
権
が
生
じ
ま
す
。

③
請
求
手
続
き

受
給
権
が
生
じ
る
二
〜
三
か
月
前
に
、
請

求
手
続
き
に
関
す
る
案
内
を
本
人
あ
て
に
送

付
し
ま
す
。
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
共

済
事
業
本
部
又
は
各
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
東

京
・
京
都
を
除
き
ま
す
）
の
共
済
業
務
課
に

照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

（
在
職
中
に
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
が

生
じ
る
人
に
つ
い
て
は
、
学
校
あ
て
に
請
求

手
続
き
の
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、

未
請
求
の
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
）

※ 

退
職
共
済
年
金
の
受
給
要
件
と
し
て
、
公

的
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
合
計
で
二
十

五
年
以
上
必
要
で
す
。

退
職
共
済
年
金
の
決
定
を
受
け
て

い
る
人
が
退
職
し
た
場
合

資
格
喪
失
を
確
認
後
、「
退
職
共
済
年
金
改

定
請
求
書
（
退
職
用
）」
を
年
金
者
あ
て
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
学
校
法
人
等
を
経
由
せ
ず
、

共
済
事
業
本
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
退

職
後
一
か
月
以
内
に
再
び
私
学
共
済
制
度
の

加
入
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
提
出
不
要
で
す
）。

た
だ
し
、六
十
五
歳
以
上
の「
支
給
繰
下
げ
」

を
希
望
し
た
人
が
退
職
し
た
場
合
、
こ
の
請

求
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
支
給
繰
下
げ
を

希
望
し
た
人
が
年
金
を
受
給
し
た
い
と
き
は
、

繰
下
げ
希
望
時
に
送
付
し
た
「
退
職
共
済
年

金
支
給
繰
下
げ
申
出
書
（
繰
下
げ
請
求
書
）」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
た
翌
月
分

の
年
金
か
ら
支
給
を
開
始
し
ま
す
。

【
六
十
五
歳
未
満
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
を
申
し
込
ん
だ
場
合
】

六
十
五
歳
未
満
の
人
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
の
で
、
共
済
事
業
本
部
に
照
会

し
て
く
だ
さ
い
。

【
他
の
被
用
者
年
金
制
度
等
に
加
入
の

場
合
】

退
職
共
済
年
金
・
障
害
共
済
年
金
の
受
給

権
者
が
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
等
に

な
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、

共
済
事
業
本
部
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

【
七
十
歳
の
「
み
な
し
退
職
」
後
、
実
際

に
退
職
し
た
場
合
】

退
職
改
定
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
資
格
喪
失
を
確
認
後
、
自
動
的
に
在
職

中
の
停
止
を
解
除
し
、
ご
本
人
あ
て
に
通
知

し
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
届
け
出

退
職
し
た
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
配
偶
者
が
、
六
十
歳
未
満
で
、
無

職
又
は
自
営
業
と
な
る
と
き
は
、
市
区
町
村

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
「
種
別
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
事
業
関
係 

福
祉
部 

保
健
課

積
立
貯
金
の
解
約

送
金
を
希
望
す
る
月
の
前
月
二
十
五
日（
必

着
）
ま
で
に
、
学
校
法
人
等
を
経
て
「
積
立

貯
金
解
約
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
喪
失
後
は
預
り
金
と
な
り
、
利
息
は

つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
解
約
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
預
り
金
の
払
い
戻
し
請
求

の
消
滅
時
効
は
十
年
で
す
。

積
立
共
済
年
金
の
脱
退

退
職
す
る
月
の
前
月
二
十
五
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
学
校
法
人
等
を
経
て
「
積
立
共
済

年
金
脱
退
申
出
書
」
と
「
積
立
共
済
年
金
給

付
金
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
喪
失
後
も
脱
退
申
出
書
等
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
後
日
、
本
人
あ
て
に
未
提
出

で
あ
る
旨
を
通
知
し
ま
す
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

▼
給
付
コ
ー
ス
の
選
択

年
齢
や
加
入
期
間
な
ど
の
条
件
（
受
給
資

格
）
を
満
た
し
た
人
が
退
職
し
た
と
き
に
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は
、
年
金
・
一
時
金
・
終
身
保
険
・
医
療
保

険
の
各
コ
ー
ス
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
脱
退
一
時
金
と
な
り
ま
す
。

【
五
月
か
ら
年
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 

二
月
二
十
五
日
ま
で
に
脱
退
申
出

書
と
給
付
金
請
求
書
を
提
出

 （
退
職
〈
脱
退
〉
時
一
時
払
掛
金
の
払

い
込
み
を
申
し
込
む
場
合
は
一
月
二

十
四
日
が
申
し
出
の
締
め
切
り
で
す
）

② 

三
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、

選
択
し
た
コ
ー
ス
の
給
付
を
五
月
か

ら
開
始

【
一
時
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 

二
月
二
十
五
日
ま
で
に
脱
退
申
出

書
と
給
付
金
請
求
書
を
提
出

② 

三
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、

三
月
下
旬
に
積
立
金
残
高
を
脱
退
一

時
金
と
し
て
加
入
者
の
口
座
へ
送
金

な
お
、年
金
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
場
合
は
、

十
年
を
限
度
と
し
て
年
単
位
で
受
給
権
の
取

得
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

積
立
満
了
・
中
途
脱
退
の
場
合
の
年
金
・

一
時
金
請
求
に
は
、
給
付
金
額
に
か
か
わ
ら

ず
、
印
鑑
証
明
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

し
た
。
ス
タ
ン
プ
印
以
外
の
朱
印
に
て
押
印

く
だ
さ
い
。

※ 

夫
婦
終
身
年
金
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、

戸
籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

共
済
定
期
保
険
の
脱
退

三
月
末
日
ま
で
に
退
職
し
、
四
月
か
ら
九

月
ま
で
（
保
険
料
納
付
済
期
間
）
の
保
障
を

希
望
し
な
い
と
き
は
、三
月
末
日
ま
で
に「
退

職
脱
退
申
出
書
」
を
学
校
法
人
等
を
経
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
済
み
前
期
分
の
保

険
料
は
六
月
中
に
加
入
者
の
口
座
へ
返
金
し

ま
す
。

な
お
、
脱
退
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た

と
き
は
、
資
格
喪
失
後
も
九
月
ま
で
の
期
間

に
限
り
保
障
の
対
象
と
し
、
保
険
料
は
返
金

し
ま
せ
ん
。

※ 
任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、二
年
以
上
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、

引
き
続
き
「
退
職
後
保
障
プ
ラ
ン
」
に
加
入

で
き
ま
す
の
で
、
共
済
定
期
保
険
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
一
二
〇
（
七
一
六
）
二
六
七

（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分
）

●
給
付
請
求
の
時
効

積
立
共
済
年
金
・
共
済
定
期
保
険
の
給
付

請
求
の
時
効
は
三
年
で
す
。

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
の

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン

退
職
す
る
と
き
の
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
一
二
〇
（
八
四
四
）
〇
二
二

（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分
）

貸
付
関
係 

福
祉
部 

貸
付
課

貸
付
け
は
、
学
校
法
人
等
を
退
職
す
る
こ

と
に
よ
り
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

即
時
に
全
額
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
学
校
法
人
等
を
通
じ
て
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
在
職
中
に

全
額
を
任
意
償
還
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
資
格
喪
失
の
確
認
後
に
即
時
償
還
を
す

る
場
合
】

学
校
法
人
等
が
提
出
し
た
「
資
格
喪
失
報

告
書
」
を
本
事
業
団
が
確
認
す
る
と
自
動
的

に
即
時
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

①
最
終
定
期
償
還

通
常
は
資
格
喪
失
処
理
前
に
定
期
償
還
の

決
定
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
退
職
後
の

定
期
償
還
が
発
生
し
ま
す
。

②
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

償
還
通
知
書
の
交
付
日
か
ら
六
十
日
後
が

償
還
期
限
と
な
り
ま
す
。

③
即
時
償
還
の
額

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
と
払
込
日
ま

で
の
経
過
利
息
の
合
計
額
で
す
。

原
則
、
三
枚
の
払
込
取
扱
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
即
時
償
還
通
知
書
を
確
認
し
、
払

込
日
に
応
じ
た
払
込
取
扱
票
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
資
格
喪
失
の
事
前
受
付
と
即
時
償
還

年
度
末
に
実
施
し
て
い
る
事
前
受
付
で
資

格
喪
失
を
手
続
き
し
た
場
合
、
四
月
の
定
期

償
還
を
決
定
す
る
前
に
資
格
喪
失
が
確
認
で

き
る
た
め
、
三
月
が
最
終
定
期
償
還
に
な
り

ま
す
。

【
在
職
中
に
任
意
償
還
を
す
る
場
合
】

毎
月
十
五
日
（
必
着
）
ま
で
に
「
貸
付
金

任
意
償
還
・
団
信
制
度
脱
退
申
出
書
」
で
申

し
出
る
と
、任
意
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

① 

最
終
定
期
償
還

任
意
償
還
申
出
書
の
提
出
期
限
日
の
翌
月

の
定
期
償
還
は
発
生
せ
ず
、
当
月
の
定
期
償

還
が
最
終
に
な
り
ま
す
。

② 

償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

最
終
定
期
償
還
の
償
還
期
限
と
同
日
で
す

（
例
え
ば
、
貸
付
日
二
日
の
借
受
人
が
、
三

月
十
四
日
ま
で
に
任
意
償
還
の
申
し
出
を
し

た
場
合
、
四
月
一
日
が
償
還
期
限
と
な
り
ま

す
）。

③ 

任
意
償
還
の
額

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
額
に
な
り
ま

す
が
、
半
年
払
償
還
を
併
用
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
直
近
の
半
年
払
の
償
還
月
か
ら
払

込
日
ま
で
の
経
過
利
息
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）
を
過
ぎ

て
払
い
込
ん
だ
場
合
、
後
日
、
学
校
法
人
等

を
通
じ
て
不
足
利
息
を
請
求
し
ま
す
。

※
即
時
償
還
額
又
は
、
任
意
償
還
額
を
事
前

に
確
認
し
た
い
場
合
は
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ
ー
▼
任

意
償
還
（
全
額
）・
即
時
償
還
の
試
算
〕

で
試
算
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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開催期間 ２月12日（水）～３月６日（木）各地で開催

開催地 会場及び所在地 開催日

東京
※

文京区湯島1-7-5
東京ガーデンパレス 2階「高千穂」

2/17（月）

2/18（火）

2/19（水）

横浜
※

横浜市神奈川区高島台7-5
神奈川県私学会館 講堂

2/13（木）

2/14（金）

厚木 厚木市中町1-1-3
厚木市ヤングコミュニティーセンター（厚木シティプラザ5階） 大会議室 2/12（水）

新潟 新潟市中央区幸西3-3-1
新潟会館 1階「カトレア」 2/19（水）

長岡 長岡市大手通1-4-10
市民協働センター 協働ルーム1・2・3 2/20（木）

富山 富山市新総曲輪4-18
富山県民会館 701号室 2/20（木）

金沢 金沢市鞍月2丁目1番地
（財）石川県地場産業振興センター 本館第4研修室 2/19（水）

福井 福井市手寄1丁目4-1 AOSSA6階
福井市地域交流プラザ 研修室607 2/18（火）

甲府 甲府市丸の内1-5-4
恩賜林記念館 大会議室 2/14（金）

長野 長野市中御所岡田131-4
ホテル信濃路 「飯綱」 3/ 5（水）

松本 松本市中央1-23-1
松本商工会館 第3会議室 3/ 6（木）

岐阜 岐阜市藪田南1-11-12
岐阜県水産会館 大会議室 2/26（水）

静岡 静岡市葵区追手町9-26
静岡県私学会館 5階大会議室 2/27（木）

浜松 浜松市中区城北1-8-1
浜松市勤労会館「Uホール」 23会議室 2/26（水）

沼津 沼津市御幸町14-5
沼津商工会議所 3階大ホールA・B 2/28（金）

名古屋 名古屋市中区錦3-11-13
名古屋ガーデンパレス 3階「栄・泉」 2/27（木）

津 津市栄町1丁目891番地
三重県吉田山会館第206会議室 2/25（火）

大津 大津市におの浜1-1-20
ピアザ淡海県民交流センター 2階203号室 3/ 5（水）

京都 京都市上京区烏丸通り下長者町上ル龍前町605
京都ガーデンパレス 2階「葵」 3/ 6（木）

大阪 大阪市淀川区西宮原1-3-35
大阪ガーデンパレス 2階「桜・桐」 3/ 4（火）

神戸 神戸市中央区下山手通4-16-3
兵庫県民会館 2/18（火）

奈良 奈良市法蓮町757-2
春日野荘（公立学校共済組合奈良宿泊所） 畝傍の間 2/20（木）

和歌山 和歌山市茶屋ノ丁2-1
和歌山県自治会館 304会議室 2/19（水）

開催地 会場及び所在地 開催日

倉吉 倉吉市駄経寺町212-5
倉吉未来中心 2階セミナールーム7 3/ 4（火）

松江 松江市朝日町478-18
松江テルサ 研修室1 3/ 5（水）

益田 益田市あけぼの東町2-1
マスダセントラルホテル 3/ 6（木）

岡山 岡山市北区下石井2-6-41
ピュアリティまきび（公立学校共済組合岡山宿泊所） 2/20（木）

広島 広島市東区光町1-15
広島ガーデンパレス 2階「錦」 2/18（火）

福山 福山市三吉町1-1-1
東部総務事務所 第3庁舎8階 第381会議室 2/19（水）

山口 山口市湯田温泉3-1-1
翠山荘（地方職員共済組合湯田保養所） 2/26（水）

周南 周南市築港町8-33
ホテルサンルート徳山 2/27（木）

徳島 徳島市山城町東浜傍示1番地1
アスティとくしま 第4会議室 2/26（水）

高松 高松市番町1-10-35
香川県社会福祉総合センター 7階第1中会議室 2/27（木）

松山 松山市北持田町139-2
愛媛県生活文化センター 第1研修室 3/ 6（木）

高知 高知市本町5-3-20
高知共済会館 COMMUNITY SQUARE 3階中会議室「藤」 3/ 4（火）

福岡 福岡市中央区天神4-8-15
福岡ガーデンパレス 1階「ガーデンホール」 3/ 4（火）

久留米 久留米市東町272-4
久留米学園高等学校 3/ 5（水）

北九州 北九州市小倉北区大門1-5-1
西日本工業大学小倉キャンパス 大学院・地域連携センター401教室 3/ 6（木）

佐賀 佐賀市天神2-1-36
グランデはがくれ 2/20（木）

長崎 長崎市桜町9-6
長崎県勤労福祉会館 第2・3会議室 2/18（火）

佐世保 佐世保市三浦町2-3
アルカスSASEBO 大会議室B 2/19（水）

熊本 熊本市中央区水前寺1丁目33-18
水前寺共済会館 1階「芙蓉」 2/27（木）

大分 大分市金池町3丁目1-64
大分県中小企業会館 大会議室 3/ 6（木）

宮崎 宮崎市宮崎駅東一丁目2番地8
ニューウェルシティ宮崎 霧島 3/ 4（火）

鹿児島 鹿児島市鴨池新町7-4
鹿児島県市町村自治会館 401号室 2/26（水）

那覇 那覇市旭町116-17
沖縄県市町村自治会館 2/26（水）

宮古 宮古島市平良字下里156-1
みつば幼稚園 2/27（木）
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平成25年度 第２回 私学共済事務担当者連絡会
平成25年度第２回私学共済事務担当者連絡会を次のとおり

開催します。
連絡会は、事務担当者の皆様に最新の情報をお知らせする

ことを目的としていますので、ぜひご出席ください。また、
日頃の業務に関するご質問等も受け付けております。

●開催内容
１ 社会保障制度改革国民会議報告書について
２ 平成26年度の掛金率
３ 平成25年10月以降の年金額（特例水準の解消）
４ 各業務からのお知らせ
（１） 産休期間中の掛金免除等について

① 産休期間中の掛金免除について
② 産前産後休業終了後の標準給与改定の導入
③ 産休期間中の掛金免除に伴う貸付定期償還期限の延
長について

（２） 資格関係
① 資格取得・資格喪失報告書の事前受付
② 加入者証等の返納
③ 被扶養者資格の確認
④ 被扶養者再審査の結果報告の送付について

（３） 掛金・貸付関係
 「掛金・児童手当拠出金」及び「貸付償還金」の口座
振替について

（４） 短期給付関係
① 医療機関で提示する証明書（高齢受給者証、限度額
適用認定証 等）の発送について

② 「給付金等送金記録のお知らせ」の送付について
（５） 長期給付関係

① 退職共済年金の請求勧奨
② 退職共済年金の支給繰下げの見直し
③ 遺族基礎年金の父子家庭への支給

（６） 保健関係
① 特定健康診査・特定保健指導
② ３月末退職に伴う手続き（共済定期保険、積立共済
年金、アイリスプラン）

③ 任意継続加入者となった場合（共済定期保険、積立
共済年金、アイリスプラン）

（７） 広報関係
① 私学共済ホームページの利用のお願い
② 「退職者向けリーフレット」の送付

●開催時間
午後１時30分～４時
ご出席にあたっての事前のお申し込みは必要ありません。

●出席カードの記入
 連絡会当日は、出席カード（会場で配付するテキストに
ついています）を記入していただきますので、必ず学校記
号番号を確認のうえご出席ください。

広報相談センター 相談班

開催地 会場及び所在地 開催日

札幌 札幌市中央区北1条西6
札幌ガーデンパレス 2階「孔雀・白鳥（2）」 2/25（火）

函館 函館市若松町7-15
函館商工会議所 函館経済センター 会議室 2/27（木）

旭川 旭川市7条通6丁目
ロワジールホテル旭川 2/19（水）

北見 北見市北3条東1丁目
北見商工会議所 北見経済センター 2の1会議室 2/20（木）

帯広 帯広市西3条南9丁目1
帯広商工会議所 帯広経済センター 中会議室A 3/ 5（水）

釧路 釧路市幣舞町4番28号
釧路市生涯学習センター 学習室703 3/ 6（木）

青森 青森市安方1-1-40
青森県観光物産館「アスパム」 8階｢しらかみ｣ 2/19（水）

八戸 八戸市一番町1-9-22
八戸地域地場産業振興センター「ユートリー」4階研修室 2/20（木）

盛岡 盛岡市内丸11-2
岩手県公会堂 21号室 2/20（木）

一関 一関市大手町3-40
岩手日報一関ビル 2階会議室 2/19（水）

仙台 仙台市宮城野区榴岡4-1-5
仙台ガーデンパレス 2階「鳳凰」 2/18（火）

秋田 秋田市山王5-9-6
ふきみ会館 3階「鳳凰の間」 2/25（火）

山形 山形市松波4-6-11
私学会館 2/27（木）

酒田 酒田市浜田1-3-47
天真学園高等学校 2/26（水）

福島 福島市上町4-25
福島テルサ 研修室「しのぶ」 3/ 4（火）

郡山 郡山市熱海町熱海2丁目148番地の2
郡山ユラックス熱海 第4小会議室 3/ 5（水）

いわき いわき市平字田町120番地
いわき産業創造館 セミナー室Ａ 3/ 6（木）

水戸 水戸市笠原町978-26
茨城県市町村会館 2階 大会議室 2/17（月）

宇都宮 宇都宮市昭和1-2-16
栃木県自治会館 301会議室 2/14（金）

前橋 前橋市野中町361-2
（公財）群馬県勤労福祉センター 2/21（金）

さいたま さいたま市浦和区岸町7-5-14
さいたま共済会館 602（第2ホール） 2/17（月）

川越 川越市脇田本町15-13
東上パールビルヂング 2/12（水）

千葉 千葉市中央区中央4-17-8
千葉県自治会館 第1･2会議室 2/19（水）

柏 柏市東上町7-18
柏商工会議所 401会議室 2/14（金）

●会場・開催日一覧

※連絡会を２回以上開催する開催地
開催地 開催日 対 象 学 種

東京
2/17（月） 大学、短期大学、高専、専修学校
2/18（火） 高等学校、中学校、小学校
2/19（水） 幼稚園、特別支援学校、各種学校

横浜 2/13（木） 幼稚園を除く全学種
2/14（金） 幼稚園

対象の学種の日又は開催会場に出席できない場合は、ご都合に合わせて
他の学種の日又は他の会場にご出席ください。



共済事業本部
〒113 - 8441 文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。

共済業務

３日（月） 貸付  送金
６日（木） 貸付  １月分定期償還期限
10日（月） 貯金  払込期限（必着）
14日（金） 貸付  ３月３日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール22

月の共済業務スケジュール11
６日（月）

掛金  11月分納期限
貸付  送金
貸付  12月分定期償還期限

10日（金） 貯金  払込期限（必着）
15日（水） 貸付  ２月３日送金申し込み・任意償還申出締め切り
20日（月） 貯金  送金
22日（水） 貸付  送金

24日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
共済定期保険  口座・住所変更申出締め切り

28日（火）
掛金  12月分掛金口座振替（自振校のみ）
貸付  １月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（金）
貸付  ２月24日送金申し込み締め切り
掛金  12月分納期限

確定申告用の書類を送付します

１ 住宅貸付の借受者
平成25年に住宅貸付を借り受けた人や、25年中に自己

の居住の用に供した人の「住宅取得資金に係る借入金の
年末残高証明書」を、１月中旬に学校法人等あてに送付
します。残高証明書は、確定申告により住宅借入金等特
別控除を受けるために必要となります。
なお、残高証明書は「工事等完了届（様式第８号）」

の提出がないと発行されませんので、未提出の場合は速
やかに提出してください。
※ 24年以前から住宅貸付を借り受け、自己の居住の用
に供していた借受者の残高証明書は、年末調整用とし
て、昨年10月18日に学校法人等あてに発送しています。
 また、年末調整用の残高証明書を発行した後に、任
意償還等により年末残高や償還回数に異動が生じた人
には、異動後の残高証明書を１月中旬に学校法人等あ
てに送付します。 【福祉部 貸付課】
２ 任意継続加入者
平成25年分任意継続掛金の納付が10月21日までに確認

されている人には、「平成25年分任意継続掛金納付証明
書」を10月28日に発送しましたが、それ以降に初めて当
該年分の掛金納付が確認された人には、「納付証明書」
を１月下旬に送付します。 【業務部 掛金課】
３ 年金受給権者
退職共済年金、退職年金、減額退職年金、通算退職年

金、恩退年金は所得税法上、課税の対象となりますので、
これらの年金を受給している人には、「平成25年分公的
年金等の源泉徴収票」を１月中旬に送付します。
なお、在職中などで平成25年中に年金の支払いがな

かった人へは送付しません。 【年金部 年金第二課】

退職者向けリーフレットを送付します

退職の際の私学共済に関する様々な手続きをまとめた
リーフレット〔26年１月発行〕を作成しました。本紙に
同封して送付しますので、退職を予定している加入者へ
の説明等にご活用ください。
 【広報相談センター 広報班】

61歳を迎える人の
年金請求勧奨が始まります

平成26年度は、昭和28年４月２日から昭和29年４月１
日までに生まれた人が、退職共済年金の支給が開始され
る年齢である61歳になります。
在職中の加入者については、退職共済年金の請求のご
案内を学校法人等を通じて送付しており、支給開始年齢
に到達した時点で加入者期間が１年以上となる加入者に
対して、年齢到達の３か月前に送付しています。
平成26年４月に61歳を迎える昭和28年４月２日から５
月１日が誕生日の加入者を対象として、１月から送付を
開始し、順次送付することになりますので、対象者にご
案内をお渡しいただき、請求手続きを勧めていただくよ
うよろしくお願いします。 【年金部 年金第一課】
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私学事業団ホームページ http://www.shigaku.go.jp/
助成業務 http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務 http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）



◤ ◥

◢◣
私学振興事業本部
〒102 - 8145 千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
助成業務

本誌の表紙写真を私立学校から広く募集します。下記のテーマに沿った写真をふるってご応募ください。

採用させていただく場合には改めてご連絡します。

会計処理等のご質問・ご相談を
承っています

私学経営情報センターでは、会計処理をはじめ、私学
経営全般にわたる事項についてご質問、ご相談を承って
います。ぜひご利用ください。
また、東日本大震災にかかる義援金や奨学金等の処理

に対するご質問についてもお受けしています。

 私学経営情報センター 私学情報室
 ☎03（3230）7838・7846・7847
 ＦＡＸ 03（3230）8727
 Ｅメール center@shigaku.go.jp
 ※Eメールでのご質問は、お名前・
 所属・連絡先をご記入ください。 

「私学情報資料室」のご案内

私学事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では
大学、短期大学法人の規程集、自己点検・評価報告書、
学校案内など私立学校の図書資料を収集整理し、学校法
人関係者の閲覧用に提供しています。
規程集については、調べたい規程を名称により検索す
ることも可能です。制度等の見直しや規程改正をお考え
の際、ぜひご利用ください。

 私学経営情報センター 私学情報室
 ☎03（3230）7846・7847
 Ｅメール center@shigaku.go.jp

◇募集テーマ

四季折々の季節感のある私立学校の学園風景

春季
入学（園）式、遠足、生徒総会、校外学習、
卒業（園）式

夏季
短期留学、臨海学校、夏祭り、オープンキャ
ンパス

秋季
運動会、体育祭、文化祭、コンクール、
公開授業、学校説明会

冬季
クリスマス、進路講演会、百人一首大会、
もちつき大会

◇応募写真

デジタル、プリント、ポジフィルムいずれかの写真

◇応募方法

写真は、学校法人等名、担当者名及び連絡先を明記の

うえ、郵送もしくはメールでご送付ください。

また、ファイル転送サービスでもお受けしています。

◇応募・問い合わせ先

〒102-8145
千代田区富士見1-10-12
日本私立学校振興・共済事業団 企画室

☎03（3230）7811・7822
Eメール kikaku@shigaku.go.jp

※写真は原則として返却いたしません。
※応募作品は著作権などの権利が応募時点で応募者に
帰属するものに限ります。
※採用作品は、私学事業団が「月報私学」の表紙写真
として使用し、冊子として刊行、本事業団ホームペー
ジに掲載するほか、「月報私学」表紙写真の募集広告
に使用することがあります。
※撮影対象の肖像権侵害などの責任は負いかねます。
応募に際しては、必ず撮影対象者の承諾及び上記事
項への使用許可を得てください。

「月報私学」表紙写真の募集
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）I N FORMAT ION



融資事業のご案内融資事業のご案内

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内
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編集・発行 日本私立学校振興・共済事業団 〒102-8145 東京都千代田区富士見1-10-12 ☎03（3230）7811・7822（企画室）

（禁無断転載） 

私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
h t t p : / / w w w . s h i g a k u k y o s a i . j p /

問 い 合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部 融資課 ☎03（3230）7861～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jpご相談はお早目にどうぞ

平成25年度融資のご相談、お待ちしています！

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

私学事業団融資は、長期借入・固定金利・
元金据置（最大２年間）・元金均等償還です。

施設整備をご計画なら「安心で、安定感
のある」本事業団資金のご利用を検討され
てはいかがでしょうか。
25年度融資のご希望については、現在

受付中です。

■融資金利表（平成26年１月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
 校（園）舎、体育館、講堂、遊
戯室等の建築事業等並びに校
（園）地の買収事業等

年％ 年％ 年％

1.3 0.8 0.6
【特別施設費】

 寄宿舎、国際交流会館、セミ
ナーハウス等の建築事業並び
に当該施設建築のための土地
買収事業等

1.4 0.9 ―

【教育環境整備費】
校教具、通園バス等の購入
 ※幼稚園、特別支援学校、専
修学校が対象

― ―
5年6か月以内

（うち据置6か月）

0.5
【教育環境整備費】

 大型設備・情報技術整備等 ― 0.8 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

東京ガーデンパレスのおすすめ宿泊プラン
最寄駅のＪＲ「御茶ノ水」駅では、聖橋口の駅前広場機能整備等の工事が行われています。全
ての工事が完了する平成32年度には、隣接する神田川の景観を残しつつ、耐震性の高い駅舎に
生まれ変わります。五輪の開催に向けて変わりゆく「東京」をご覧ください。

宿泊室（イメージ）

〒113-0034 東京都文京区湯島1-7-5（JR・地下鉄丸ノ内線「御茶ノ水」駅
下車、徒歩５分。地下鉄千代田線「新御茶ノ水」駅（B１出口）から徒歩５分）
☎03（3813）6211（代表） ☎03（3813）6290（宿泊予約）
http://www.hotelgp-tokyo.com

「おでかけファミリープラン」【１日２室限定】
１部屋 20,000円！ ５名様まで同一料金です！
さらに「上野動物園１日入園券」（大人２名様分）をプレゼント♪
ご家族やグループでのご利用にお得なプランです。
上野動物園周辺は、美術館・博物館・アメ横など観光スポットがいっ
ぱいあります。

「私学メンバーズカード会員限定プラン」
１泊 シングル（１名様）     8,000円→  7,500円

ツイン （２名様） 14,500円→13,500円
ダブル （２名様） 14,400円→13,400円

私学メンバーズカードで支払うだけ！
宿泊のご利用がいつでもお得になります！

※記載されている料金は、いずれも平成26年３月31日までの料金です。


